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東邦病院
地域医療連携便り「窓」

【 基 本 方 針 】昨 日 を 反 省 し  今 日 を 考 え  明 日 に 備 え る【 病 院 理 念 】 

1. 私達は、患者様の人権と意思を尊重し納得と同意に基づく患者様本位の医療を心がけます
2. 私達は、地域住民の皆様の健康維持増進に寄与し、安全で信頼を得る医療を実行します
3. 私達は、日々研鑽し働きがいのある職場をつくり良質で高度の医療を目指し努力します
4. 私達は、当院における診療機能を積極的に広報し、地域の医療機関、高齢者・福祉施設との連携を推進致します
5. 私達は、院内情報を共有し、健全で安定した運営を　 継続するため努力します
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循環器内科Ｄｒ紹介
～不整脈アブレーション治療について～

循環器内科Ｄｒ紹介
～不整脈アブレーション治療について～



【プロフィール】
群馬県前橋市出身。平成 18 年群馬大学医学部卒業。初期研修を経て同大学循
環器内科所属。深谷赤十字病院、高崎総合医療センター、群馬大学医学部附属
病院を経て、平成 28 年より当院に勤務。

【資格認定】
医学博士、日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医、産業医、スポーツド
クター

【医師を目指した理由】
崇高な理由はありません。両親が医療関係者で身近だったのだと思います。

【診察する上で大切にしていること】
わかりやすい説明をすること。患者さんにとって身近な存在であること。

【やりがいを感じるとき】患者様の症状が改善し、良くなったよと言われた時
【好きな言葉・座右の銘】 晴れた日は晴れを愛し　雨の日は雨を愛す

【地域の先生方へ】
平成 28 年より東邦病院に勤務しております。不整脈を中心に診療にあたっています。地域での信頼を得られ
るように努力していこうと思います。ご指導よろしくお願いします。

Ｄｒ́s introduction 当院に勤務しているＤｒをご紹介します

循環器内科　部長　飯島　貴史
平成28年4月より東邦病院の循環器内科に勤務しております。
平成 18 年に群馬大学循環器内科へ入局し、循環器の中でも特
に不整脈に対する治療に取り組んできました。
不整脈は軽症のものから重症のものまで様々ですが、中には生
命にかかわる致死性不整脈も存在します。症状の軽微な不整脈
は必ずしも治療の必要はなく生活指導などで経過観察すること
が可能ですが、強い症状を伴うものや心機能の低下している患
者、循環機能に悪影響を与える例に関しては治療が必要となり
ます。頻脈性不整脈に対しては薬物治療やカテーテル治療 ( カ
テーテル心筋焼灼術 )、徐脈性不整脈に対してはペースメーカー
植え込みなどのデバイス治療を行います。
頻脈性不整脈の中でも特に心房細動の管理は非常に重要です。心房細動は心房が不規則に痙攣するように動くこと
で血流がよどみ、心房内に血栓を形成することがあります。血栓がはがれて脳血管を詰まらせることで重篤な脳梗
塞を引き起こすことが知られていますが、その有病率は年齢とともに増加し、80 歳以上では 10％近くが心房細
動を発症していると言われています。ひとたび心原性梗塞が引き起こされれば、障害なく社会復帰できる可能性は
非常に低く、社会的な損失は甚大であります。そのため心房細動を早期に検出すること、適切な抗凝固療法を継続
していくこと、糖尿病や高血圧などの基礎疾患を適切に管理していくことは一次予防の観点からも非常に重要だと
考えています。
近年心房細動を含めた頻脈性不整脈に対するカテーテルアブレーション治療が確立しつつあり、当院でも昨年度よ
り対応可能となりました。カテーテルアブレーションは不整脈の原因となる回路や異常興奮部位を選択的に高周波
通電することで根治させる技術であり、心房細動・心房粗動、発作性上室性頻拍 ( 房室結節回帰性頻拍、房室回帰
性頻拍、心房頻拍 )、心室性期外収縮、心室頻拍などの治療が可能です。また、当院ではジョンソン･エンド･ジョ
ンソン社の CARTO UNIVU システム ( 放射線透視画像と 3D マッピング映像を合成し、透視を行わなくてもカ
テーテル位置をリアルタイムに把握できるシステム ) を導入し、治療中の放射線照射時間を短縮することで患者や
術者の被ばく線量の低減を図っています。
まだまだ若輩者ではありますが、諸先生方にご指導頂きながら、東毛地区の医療発展と地域の皆様の健康寿命の増
進のために貢献できればと考えております。ご指導ご鞭撻宜しくお願い致します。

頻脈性不整脈に有用なカテーテルアブレーション治療DOC
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【プロフィール】
群馬県出身。平成 23 年に日本大学卒業。公立富岡総合病院、日高病院を経て平
成 29 年４月当院へ入職。

【医師を目指した理由】
小学校の頃、友人の父親が心筋梗塞で亡くなりショックを受けた。
若くして亡くなる方を一人でも減らしたいと、循環器内科医を志した。

【診察する上で大切にしていること】
事実をきちんと伝えること。

【やりがいを感じるとき】
身動きもできなかった方が、歩いて帰っていくところを見る時

【好きな言葉・座右の銘】
案ずるより産むが易し

【地域の先生方へ】
困った時に頼りにしていただけるよう頑張ります。今後ともよろしくお願い致します。

Ｄｒ́s introduction 当院に勤務しているＤｒをご紹介します

【プロフィール】
埼玉県出身。平成 17 年群馬大学医学部を卒業。初期研修後に同大学循環器内科
へ入局。深谷赤十字病院、伊勢崎市民病院、群馬大学医学部附属病院での勤務を
経て、平成 28 年 4 月より東邦病院に勤務。

【資格認定】
医学博士、日本内科学会認定医

【医師を目指した理由】
病気で苦しんでいる人を助けたかったから。

【診察する上で大切にしていること】
忙しくても丁寧な診療を心がけています。

【やりがいを感じるとき】
患者さんや御家族の不安な表情が笑顔に変わるとき。

【好きな言葉・座右の銘】
すべてはうまくいっている。ありがとう、感謝します。

【地域の先生方へ】
いつも大変お世話になっております。虚血性心疾患のカテーテル検査・治療を中心に診療を行っております。
御高齢の方の多い地域ですので、遠方まで行かなくても十分な循環器診療を提供できるよう努力してまいり
ます。今後とも宜しくお願い申し上げます。

Ｄｒ́s introduction 当院に勤務しているＤｒをご紹介します

循環器内科
飯島 貴史 医師

循環器内科
佐野 宏和 医師

循環器内科
安藤 俊夫 医師


